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水
道
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
の
初
会
合
開
く

神

奈

川

県

生
活
衛
生
課

県
内
水
道
の
基
盤
強
化
、
広
域
化
へ

県
内
水
道
の
基
盤
強
化
、
広
域
化
へ

　

神
奈
川
県
健
康
医
療
局
生

活
衛
生
部
生
活
衛
生
課
は
８

日
、
県
内
の
水
道
の
基
盤
強

化
に
向
け
た
「
神
奈
川
県
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
改
定
と
、

広
域
化
の
道
標
と
な
る
「
神

奈
川
県
水
道
広
域
化
推
進
プ

ラ
ン
」
の
策
定
に
つ
い
て
、

有
識
者
な
ど
の
意
見
を
聞
く

場
と
し
て
設
置
し
た
「
神
奈

川
県
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
検
討

会
」
の
初
会
合
を
横
浜
市
内

で
開
催
し
た
。
会
長
に
は
小

泉
明
・
東
京
都
立
大
学
都
市

環
境
学
部
特
任
教
授
、
会
長

代
理
に
は
長
岡
裕
・
東
京
都

市
大
学
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン

学
部
教
授
が
選
ば
れ
た
。
議

事
で
は
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
改

定
お
よ
び
水
道
広
域
化
推
進

プ
ラ
ン
策
定
の
方
向
性
や
、

県
内
水
道
事
業
の
現
状
に
つ

い
て
事
務
局
が
説
明
し
、
構

成
員
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
さ
れ
た
。
水
道
広
域

化
推
進
プ
ラ
ン
は
令
和
４
年

度
末
ま
で
に
策
定
・
公
表

し
、
そ
の
内
容
を
反
映
さ
せ

た
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
は
同
５
年

度
末
ま
で
に
改
定
・
公
表
す

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

調
査
・
作
成
、
業
務
の
共
同

化
に
関
す
る
広
域
化
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
ま

た
、
来
年
度
以
降
は
、
将
来

見
通
し
の
整
理
や
モ
デ
ル
事

業
体
に
お
け
る
広
域
化
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
圏
域
内

に
お
け
る
広
域
化
パ
タ
ー
ン

の
提
案
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

デ
ー
タ
収
集
な
ど
を
行
っ
て

い
く
予
定
。

　

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
お
よ

び
水
道
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
検
討

会
の
ほ
か
に
県
内
す
べ
て
の

公
営
水
道
事
業
体
が
構
成
員

と
な
っ
て
い
る
「
神
奈
川
県

水
道
事
業
広
域
連
携
調
整
会

議
」（
事
務
局
＝
神
奈
川
県

政
策
局
政
策
部
土
地
水
資
源

対
策
課
水
政
室
）
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
２
つ
の
検
討
組

織
が
車
の
両
輪
と
な
っ
て
、

相
互
に
意
見
を
出
し
合
う
こ

と
で
、
よ
り
実
効
性
の
高
い

ビ
ジ
ョ
ン
や
プ
ラ
ン
を
ま
と

め
て
い
く
。
水
政
室
は
検
討

会
の
事
務
局
運
営
に
協
力
し

て
い
る
。

　

検
討
会
の
冒
頭
、
主
催
者

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た

三
浦
雅
美
・
生
活
衛
生
部
長

は
「
県
内
水
道
の
進
む
べ
き

道
を
関
係
者
に
し
っ
か
り
示

し
て
い
く
。
構
成
員
の
皆
様

に
は
、
県
内
水
道
の
基
盤
強

化
と
安
全
・
安
心
な
水
道
水

の
持
続
的
供
給
に
向
け
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
小
泉

会
長
は
「
強
靱
で
安
全
・
安

心
な
水
道
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
。
将
来
を
見
通
す
し
っ

か
り
し
た
神
奈
川
県
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
に
な
る
よ
う
検
討
会

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

　

小
泉
会
長
、
長
岡
会
長
代

理
以
外
の
構
成
員
は
次
の
通

り
。

　

▽
佐
藤
裕
弥
・
早
稲
田
大

学
研
究
院
准
教
授
▽
浅
見
真

理
・
国
立
保
健
医
療
科
学
院

生
活
環
境
研
究
部
上
席
主
任

研
究
官
▽
小
熊
久
美
子
・
東

京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
准
教
授
▽
山
口
七
月
氏

（
県
民
公
募
構
成
員
）

小泉会長

さまざまな意見が出た第１回検討会
協定書を手にする（左から）中島執行役員、芳賀管理者、
壷井支店長、清水支店長

官
民
連
携
で
水
源
保
全
へ
協
定

前
澤
工
業
、前
澤
化
成
、前
澤
給
装
と

仙
台
市

水
道
局

青
下
の
杜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

仙
台
市
水
道
局
は
、
民
間

企
業
と
連
携
し
て
同
市
の
水

道
水
源
の
１
つ
で
あ
る
「
青

下
水
源
地
」
の
水
源
涵
養

林
の
保
全
育
成
な
ど
を
行

う
「
青
下
の
杜
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
令
和
２
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
10
月
28
日
に

は
前
澤
工
業
、
前
澤
化
成
工

業
、
前
澤
給
装
工
業
と
協
定

を
締
結
し
た
。
活
動
エ
リ
ア

の
名
称
は
「
み
ず
の
わ
の

杜
」
で
、
局
と
３
社
は
連
携

し
て
水
源
涵
養
林
保
全
育
成

や
森
林
保
全
作
業
体
験
、
水

源
保
全
に
関
す
る
周
知
・
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

　

局
本
庁
舎
で
開
催
し
た
協

定
締
結
式
に
は
、芳
賀
洋
一
・

仙
台
市
水
道
事
業
管
理
者
、

清
水
竜
一
・
前
澤
工
業
東
北

支
店
長
、
壷
井
達
司
・
前
澤

化
成
工
業
北
日
本
支
店
長
、

中
島
隆
・
前
澤
給
装
工
業
執

行
役
員
東
日
本
担
当
が
出
席

し
た
。

　

芳
賀
管
理
者
は
「
こ
の
取

り
組
み
の
輪
が
一
層
大
き
く

な
る
と
い
う
こ
と
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
当

初
思
っ
て
い
た
活
動
に
少
し

制
約
が
出
て
い
る
が
、『
杜

の
都
・
仙
台
』
の
豊
か
な
自

然
を
し
っ
か
り
と
後
世
も
市

民
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め

に
、
こ
の
活
動
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

　

ま
た
、清
水
支
店
長
は「
経

営
理
念
で
あ
る
『
水
と
と
も

に
躍
進
し
、
人
間
ら
し
さ
を

求
め
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

魅
力
あ
る
企
業
』
と
合
致
す

る
素
晴
ら
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
り
、
参
加
で
き
る
こ

と
を
大
変
喜
ん
で
い
る
」、

壷
井
支
店
長
は
「
以
前
よ
り

環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
こ
れ
ま
で
『
水
』
そ

の
も
の
の
環
境
問
題
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
今
回
青
下
の
杜
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
え
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
感

じ
て
い
る
」、
中
島
執
行
役

員
は
「
全
て
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
礎
で
あ
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
、
水
に
関
わ

る
企
業
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
こ

と
を
、
前
澤
グ
ル
ー
プ
の
一

員
と
し
て
非
常
に
誇
ら
し
く

思
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

今
後
は
今
回
締
結
し
た
協

定
に
基
づ
き
、
局
が
３
社
か

ら
の
寄
付
金
を
活
用
し
、
青

下
ダ
ム
周
辺
と
青
下
ダ
ム
上

流
部
の
市
有
水
源
涵
養
林
の

保
全
育
成
な
ど
を
行
う
。
ま

た
、
局
と
３
社
が
連
携
し
な

が
ら
、
水
道
記
念
館
に
隣
接

す
る
活
動
エ
リ
ア
で
森
林
保

全
作
業
体
験
を
行
う
。
さ
ら

に
、
局
と
３
社
が
連
携
し
て

水
道
記
念
館
な
ど
で
青
下
の

杜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
な
ど
、
市
民

ら
に
水
源
保
全
に
関
す
る
周

知
・
啓
発
活
動
も
行
う
。

　

同
局
は
、
前
澤
給
装
工
業

と
は
令
和
２
年
１
月
に
協
定

を
締
結
し
て
お
り
、
今
年
６

月
に
活
動
エ
リ
ア
で
イ
ロ
ハ

モ
ミ
ジ
な
ど
樹
木
約
30
本
の

植
樹
を
行
っ
て
い
る
。
同
社

の
関
係
企
業
で
あ
る
前
澤
工

業
と
前
澤
化
成
工
業
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
い
旨

の
申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

現
行
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し

た
。
計
画
期
間
は
令
和
７
年

度
ま
で
の
10
年
間
。
昨
年
度

実
施
し
た
中
間
点
検
で
、
定

性
的
な
目
標
で
あ
る
た
め
達

成
度
の
評
価
が
難
し
い
な
ど

の
課
題
が
わ
か
り
、
策
定
後

に
は
水
道
法
改
正
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
趣
旨
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先

行
し
て
策
定
作
業
が
進
む
水

道
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
も
反

映
さ
せ
て
、
前
倒
し
で
改
定

す
る
こ
と
に
し
た
。
計
画
期

間
は
令
和
６
年
度
か
ら
17
年

度
ま
で
と
し
、
４
年
ご
と
に

中
間
点
検
を
行
う
予
定
と
し

て
い
る
。
県
内
の
圏
域
区
分

に
つ
い
て
は
、
１
圏
域
２
エ

リ
ア
か
ら
、
地
域
の
実
情
に

あ
わ
せ
て
３
圏
域
と
す
る
。

ま
た
、
可
能
な
限
り
定
量
的

な
目
標
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
わ
か
り
や
す
い
評
価
方

法
を
確
立
す
る
な
ど
と
し

た
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
10
年
程

度
を
対
象
期
間
と
す
る
水
道

広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
の
策
定

に
向
け
て
は
今
年
度
、
県
内

す
べ
て
の
水
道
事
業
体
を
ま

と
め
た
水
位
高
低
図
の
作
成

や
、
湯
河
原
町
と
真
鶴
町
を

モ
デ
ル
水
道
事
業
体
と
し
た

西
長
沢
浄
水
場
更
新
へ
膜
ろ
過
実
験

水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ
、メ
タ
と
共
同
で

神
奈
川
県
内
（
企
）

　

神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企

業
団
は
、
公
募
型
共
同
研
究

「
西
長
沢
浄
水
場
更
新
に
係

る
水
処
理
実
験
」
の
実
験
者

を
水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
と
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

２
社
に
決
定
し
、
５
日
に
協

定
書
を
締
結
し
た
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
同
浄
水

場
の
更
新
に
向
け
た
検
討
に

着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、こ
の
一
環
と
し
て
、膜
ろ

過
方
式
に
よ
る
浄
水
処
理
プ

ロ
セ
ス
が
同
浄
水
場
の
原
水

水
質
に
適
合
し
、
安
全
か
つ

安
定
的
な
浄
水
処
理
が
実
現

可
能
な
こ
と
を
前
提
と
し
た

う
え
で
、
膜
処
理
を
中
核
と

し
た
実
験
施
設
の
処
理
水
質

が
要
求
水
準
を
十
分
満
足
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
を
検
証

す
る
た
め
に
実
験
を
行
う
。

　

昭
和
49
年
に
給
水
開
始
し

た
西
長
沢
浄
水
場
は
、
計
画

１
日
最
大
給
水
量
87
万
２
０

０
０
立
方
㍍
／
日
の
急
速
ろ

過
方
式
の
浄
水
場
で
、
原
水

は
、
酒
匂
川
・
相
模
川
表
流

水
と
相
模
湖
の
混
合
水
。
現

在
は
塩
素
消
費
物
質
や
臭
気

物
質
な
ど
の
増
加
時
に
お
け

る
塩
素
・
活
性
炭
の
注
入
不

足
、
点
検
工
事
な
ど
に
よ
る

沈
で
ん
池
・
ろ
過
池
内
の
流

速
上
昇
の
際
の
ろ
過
水
濁
度

の
上
昇
、
ろ
過
池
洗
浄
後
の

と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
実

験
で
は
、
膜
処
理
を
中
核
と

し
た
浄
水
処
理
フ
ロ
ー
で
、

課
題
と
な
っ
て
い
る
事
象
に

対
処
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
求
め
て
い
る
。

　

実
験
期
間
は
令
和
４
年
４

月
か
ら
６
年
３
月
ま
で
で
、

水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
は
浸
漬
式
有
機
膜
主
体
、

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
ケ
ー
シ

ン
グ
式
無
機
膜
主
体
の
実
験

を
行
う
。
実
験
施
設
の
浄
水

処
理
能
力
は
最
大
１
５
０
立

方
㍍
／
日
。
主
な
要
求
事
項

は
▽
実
験
処
理
水
が
要
求
水

準
を
満
た
す
こ
と
の
確
認
▽

平
常
と
異
な
る
原
水
水
質
に

お
い
て
も
要
求
水
準
を
満
た

す
こ
と
の
確
認
▽
企
業
団
目

標
水
準
を
ク
リ
ア
す
る
た
め

の
処
理
フ
ロ
ー
の
検
討
▽
現

有
の
浄
水
処
理
方
法
で
の
課

題
の
検
証
▽
企
業
団
で
使
用

し
て
い
る
薬
品
と
機
能
性
の

高
い
薬
品
と
の
比
較
▽
通
常

よ
り
も
高
い
流
束
に
お
け
る

連
続
運
転
可
能
時
間
の
確
認

▽
薬
品
洗
浄
の
効
果
の
検
証

▽
高
濁
水
の
処
理
性
の
検
証

▽
膜
の
劣
化
状
況
の
検
証

―
。

　

同
企
業
団
で
は
、
今
年
３

月
に
策
定
し
た
「
か
な
が
わ

広
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
そ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
あ

る
「
実
施
計
画
」
に
基
づ

き
、
構
成
団
体
と
と
も
に
目

指
す
最
適
な
水
道
シ
ス
テ
ム

の
実
現
に
向
け
、
水
道
施
設

の
再
構
築
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
、相
模
原
・

伊
勢
原
・
綾
瀬
浄
水
場
の
増

強
を
行
っ
た
後
、
西
長
沢
浄

水
場
の
更
新
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

　札幌市水道局の広報施設である札幌市水道記念館と児童

会館を結んだ〝オンライン工作会〟が２日、開催された。

コロナ禍においても子どもたちが水道について学ぶきっか

けとするために実施したもので、６カ所の児童会館で計60

人の子どもに水道にちなんだ工作を体験してもらった。

　水道記念館と６カ所の児童会館をオンラインで結び、水

道記念館の見どころなどを紹介した後、水道局のキャラク

ター「ウォッピー」が登場して水道にまつわるクイズを出

題した。その後、ウォッピーの形をしたキーホルダーの制

作を体験してもらった。当日参加した子どもからは「いろ

いろな水の問題に答えることができてうれしかった。工作

会も本当に楽しかった」、「今度、水道記念館に行こうと友

達と約束した」といった感想があった。

　札幌市水道記念館では、コロナ禍のため、今年度予定し

ていた水道フェスタなどのイベントや行事を中止していた

が、少しでも子どもたちに水道について知ってもらう機会

を設けるため、児童会館を運営しているさっぽろ青少年女

性活動協会の協力を得て、初めてオンライン工作会を実施

した。今後も冬休み期間などに合わせて開催する予定。

子どもが水道学ぶきっかけに
札幌市水道局

オンライン工作会に 60 人

児
童
会
館
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
だ

工
作
会

ろ
過
水
濁
度
の
上
昇
、
洗
浄

排
水
に
よ
る
排
水
処
理
返
送

水
の
濁
度
上
昇
な
ど
が
課
題

最
先
端
の
研
究
成
果
を
披
露

研
究
開
発
報
告
会
開
く

東
京
都

水
道
局

　

東
京
都
水
道
局
で
は
、
毎

年
研
究
開
発
報
告
会
を
開

き
、
大
学
と
の
共
同
研
究
や

局
内
で
実
施
し
て
い
る
調

査
・
研
究
・
開
発
の
進
捗
状

況
や
成
果
に
つ
い
て
局
内
外

に
発
信
し
て
い
る
。
33
回
目

と
な
る
令
和
３
年
度
の
報
告

会
を
２
日
に
都
庁
で
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
し
、
局
職
員
や
近

隣
11
事
業
体
の
約
50
人
へ
向

け
て
研
究
成
果
を
披
露
し

た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
浜
佳
葉

子
・
局
長
は
「
最
先
端
の
研

究
成
果
を
直
接
聞
く
こ
と
の

で
き
る
貴
重
な
機
会
。
こ
の

報
告
会
で
共
有
さ
れ
た
知
見

を
ぜ
ひ
各
々
の
職
場
で
展
開

し
、
自
身
の
業
務
へ
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
聴
講
者
へ
呼

び
か
け
た
。

　

冒
頭
、
東
京
都
立
大
学
の

小
泉
明
・
特
任
教
授
が
「
水

道
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究

事
例
と
東
京
都
連
携
研
究
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
基
調
講

演
。
は
じ
め
に
、
高
い
水
道

普
及
率
を
誇
る
一
方
で
、
利

用
者
に
水
道
の
恩
恵
が
意
識

さ
れ
づ
ら
い
日
本
の
水
道
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
。
さ
き

ご
ろ
発
生
し

た
千
葉
県
北

西
部
を
震
源

と
す
る
地
震

に
言
及
し
、

「
漏
水
は
起

き
て
も
断
水

に
は
至
ら
な

か
っ
た
と
い

う
点
は
改
め

て
強
調
し
た

い
」
と
語
っ

た
。

続

け

て
、
都
立
大

の
取
り
組
む

次
世
代
型
水

道
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
た
研
究
や
、
管
路

に
特
化
し
た
産
官
学
共
同
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み

内
容
を
紹
介
し
た
。

　

東
京
都
連
携
の
研
究
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
▽
残
留
塩
素
の
低
減

化
に
よ
る
お
い
し
い
水
の
供

給
▽
漏
水
量
の
削
減
▽
小
河

内
貯
水
池
の
水
質
保
全
▽
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
見
た
合
理
的

な
水
運
用
▽
浄
水
シ
ス
テ
ム

の
長
寿
命
化
―
に
加
え
、
新

た
に
、
水
道
水
源
林
や
生
活

用
水
の
使
用
実
態
、
配
水
管

路
の
更
新
計
画
に
関
す
る
共

同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
説
明
し
、「
大
学
の
持
つ

解
析
技
術
や
理
論
と
、
水
道

局
の
持
つ
デ
ー
タ
や
実
践

フ
ィ
ー
ル
ド
を
連
携
さ
せ
た

研
究
は
非
常
に
有
用
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
に
１
５
０
編

を
超
え
る
論
文
が
発
表
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
水
道
分
野

で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
東
京

水
道
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
都
立
大
が
新
た
に

取
り
組
ん
で
い
る
研
究
に
つ

い
て
４
編
の
報
告
が
あ
っ

た
。

　

横
山
勝
英
・
教
授
の
「
小

河
内
貯
水
池
上
流
域
（
丹
波

川
）
に
お
け
る
森
林
状
況
調

査
と
土
砂
流
出
モ
デ
ル
の
提

案
」
は
、
水
道
水
源
林
の
土

砂
流
出
抑
制
効
果
を
定
量
的

に
把
握
し
、
重
点
的
に
整
備

す
べ
き
エ
リ
ア
を
検
討
す
る

た
め
に
丹
波
川
流
域
で
調
査

を
行
っ
た
も
の
。
シ
カ
避
け

の
柵
の
設
置
や
間
伐
と
い
っ

　

酒
井
宏
治
・
准
教
授
が
報

告
し
た
「
統
計
解
析
に
基
づ

く
流
域
別
の
土
砂
流
出
特

性
」
は
、
水
源
林
と
民
有
林

の
割
合
が
異
な
る
小
河
内
貯

水
池
の
４
つ
の
集
水
域
に
お

い
て
、
森
林
整
備
の
状
況
を

水
量
・
水
質
の
観
点
か
ら

デ
ー
タ
化
し
た
も
の
。
濁
水

発
生
時
に
は
、
民
有
林
よ
り

も
水
源
林
が
多
い
集
水
域
で

流
量
あ
た
り
の
濁
度
の
割
合

が
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
し
、

引
き
続
き
民
有
林
の
多
い
集

水
域
で
は
水
源
林
へ
整
備
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し

た
。

　

國
實
誉
治
・
特
任
准
教
授

は
「
供
用
年
数
等
を
踏
ま
え

た
配
水
管
路
の
更
新
計
画
に

関
す
る
共
同
研
究
」
と
題

し
、
①
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管

の
孔
食
深
さ
の
予
測
式
を
作

成
し
、
理
論
的
な
供
用
年
数

を
推
定
②
23
区
内
で
実
施
さ

れ
た
漏
水
修
繕
デ
ー
タ
を
用

い
て
漏
水
事
故
率
の
予
測
式

を
作
成
し
、
最
適
な
管
路
更

新
計
画
を
提
案
③
こ
れ
ま
で

の
共
同
研
究
で
開
発
し
た
管

路
更
新
支
援
シ
ス
テ
ム
を
汎

用
性
の
高
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

で
再
構
築
―
の
３
つ
の
研
究

他事業体もオンラインで聴講した研究
開発報告会

成
果
を
報
告
し
た
。

　

荒
井
康
裕
・
准
教
授
の

「
人
口
構
造
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
等
の
変
化
に
着
目
し
た

生
活
用
水
の
使
用
実
態
に
関

す
る
研
究
・
使
用
水
量
の
多

寡
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
さ
れ
た

２
値
変
数
に
対
す
る
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
」
は
、

生
活
様
式
や
世
帯
構
成
に

よ
っ
て
大
き
く
変
動
す
る
生

活
用
水
の
使
用
量
の
推
計
モ

デ
ル
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ

も
の
。同
局
が
実
施
し
た
、世

帯
ご
と
の
外
出
時
間
や
ト
イ

レ
の
購
入
時
期
、
湯
張
り
回

数
と
い
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
も
と
に
、
１
人
１
日
あ

た
り
の
原
単
位
水
量
へ
及
ぼ

す
影
響
を
分
析
し
た
。
単
身

世
帯
で
は
在
宅
時
間
や
湯
張

り
回
数
が
、
４
人
以
上
の
世

帯
で
は
洗
濯
頻
度
や
ト
イ
レ

の
購
入
時
期
な
ど
が
原
単
位

水
量
に
影
響
し
や
す
い
こ
と

が
知
見
と
し
て
得
ら
れ
た
。

　

学
識
者
か
ら
の
報
告
を
聞

い
た
尾
根
田
勝
・
技
監
は
、

「
い
ず
れ
の
研
究
も
学
術
的

な
視
点
か
ら
大
変
有
益
な
内

容
と
感
じ
た
。
い
た
だ
い
た

知
見
を
東
京
水
道
グ
ル
ー
プ

の
事
業
運
営
に
し
っ
か
り
と

活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

　

同
局
に
よ
る
研
究
開
発
報

告
で
は
、
浄
水
処
理
シ
ス
テ

ム
、
環
境
技
術
、
送
配
水
施

設
の
各
分
科
会
の
活
動
状
況

を
報
告
し
た
。
ま
た
、
技
術

開
発
検
討
委
員
会
案
件
と
し

て
３
編
の
調
査
研
究
と
、
局

内
応
募
案
件
・
基
礎
研
究
案

件
か
ら
３
編
の
発
表
が
あ
っ

た
。

　

東
京
都
水
道
局
は
、
令
和

２
年
度
の
環
境
対
策
の
取
り

組
み
状
況
な
ど
を
ま
と
め
た

「
環
境
報
告
書
２
０
２
１
」

を
発
行
し
た
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
同
局

浜局長尾根田技監

の
使
用
電
力
量
は
都
内
で
使

用
さ
れ
る
電
気
の
約
１
％
に

相
当
す
る
８
・
０
１
億
ｋ

Ｗ
ｈ
で
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は

39
・
８
万
㌧
だ
っ
た
。
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
の
削
減
に
向
け
た

取
り
組
み
で
は
、
金
町
浄
水

場
と
上
北
台
給
水
所
で
太
陽

光
発
電
設
備
の
整
備
が
完

了
、
健
全
な
水
循
環
と
豊
か

な
緑
の
保
全
に
向
け
た
取
り

組
み
で
は
、
水
道
水
源
林
保

全
作
業
を
６
０
２
・
４
ha
実

施
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
資

源
利
用
に
係
る
取
り
組
み
と

し
て
、
高
度
浄
水
処
理
で
使

用
す
る
粒
状
活
性
炭
の
１
０

０
％
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
す

る
な
ど
し
た
。

　

ま
た
、
特
集
「
２
０
３
０

年
カ
ー
ボ
ン
ハ
ー
フ
実
現
に

向
け
て
」
で
は
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
東
京
都
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
２
０
０
０

年
度
比
で
50
％
削
減
す
る
、

「
カ
ー
ボ
ン
ハ
ー
フ
」
の
実

現
に
向
け
た
、
都
の
動
き
や

局
内
で
の
取
り
組
み
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
。

た
森
林
管
理
施
策
を
行
っ
た

場
合
、
50
年
後
の
土
砂
流
出

量
が
ど
の
程
度
削
減
さ
れ
る

か
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
。
結
果
、
全
て
の
流
域
で

森
林
管
理
施
策
を
実
施
し
た

場
合
、
最
大
で
約
28
％
土
砂

流
出
を
削
減
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
と
示
し
た
。

環

境

報

告

書

２
０
２
１
を
発
行

東
京
都
水
道
局

水質報告会で 15編の発表
東京都水道局

小熊東大准教授の特別講演も

　

東
京
都
水
道
局
は
さ
き
ご

ろ
、
本
郷
庁
舎
で
「
令
和
３

年
度
水
質
報
告
会
」
を
開
い

た
。
局
職
員
が
水
質
に
関
す

る
調
査
・
研
究
の
成
果
を
報

告
す
る
こ
と
で
、
技
術
の
向

上
、
継
承
を
目
指
す
も
の
。

15
編
の
報
告
を
発
表
す
る
と

と
も
に
、
小
熊
久
美
子
・
東

京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
都
市
工
学
専
攻
准
教
授
に

よ
る
「
紫
外
線
処
理
に
関
す

る
最
新
の
動
向
」
と
題
し
た

特
別
講
演
を
行
っ
た
。
リ

モ
ー
ト
で
の
参
加
も
含
め
、

局
職
員
96
人
が
聴
講
し
た
。

　

15
編
の
発
表
の
う
ち
、

「
高
塩
基
度
Ｐ
Ａ
Ｃ
使
用
時

の
臭
素
酸
対
策
に
関
す
る
調

査
」
は
、
高
塩
基
度
Ｐ
Ａ
Ｃ

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
、

オ
ゾ
ン
処
理
に
お
け
る
臭
素

酸
生
成
へ
の
影
響
や
臭
素
酸

生
成
抑
制
方
法
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
も
の
。
調
査
の

結
果
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
塩
基
度
の

違
い
は
臭
素
酸
生
成
に
影
響

し
な
い
が
、
凝
集
水
ｐ
Ｈ
は

高
い
方
が
臭
素
酸
生
成
濃
度

が
増
加
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
さ
ら
に
、
各
処
理
水
の

臭
素
酸
濃
度
か
ら
臭
素
酸
生

成
量
予
測
式
を
導
き
出
し
、

予
測
式
を
用
い
て
臭
素
酸
生

成
濃
度
の
試
算
を
行
っ
た
結

果
か
ら
、
高
水
温
期
に
原
水

の
臭
化
物
イ
オ
ン
濃
度
が
高

く
な
っ
た
場
合
に
は
、
凝
集

水
ｐ
Ｈ
を
７
・
５
よ
り
も
低

く
管
理
し
、
臭
素
酸
の
生
成

を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
発
表
は
次
の

通
り
。

　

▽
水
道
水
が
も
た
ら
す
皮

膚
の
ぬ
る
ぬ
る
感
の
原
因
に

対
す
る
調
査
▽
浄
水
場
か
ら

給
水
栓
自
動
水
質
計
器
ま
で

の
流
達
時
間
の
検
証
に
つ
い

て
▽
給
水
栓
残
留
塩
素
濃
度

の
実
態
調
査
▽
フ
ロ
ー
サ
イ

ト
メ
ー
タ
ー
を
用
い
た
給
水

栓
水
中
の
細
菌
数
の
実
態
調

査
▽
ア
ル
デ
ヒ
ド
類
分
析
時

に
用
い
る
脱
塩
素
剤
の
影
響

調
査
▽
Ｖ
Ｏ
Ｃ
分
析
に
お
け

る
誤
差
要
因
の
推
定
と
解
決

策
の
検
討
▽
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
の
検
査
方
法
の
検
証
▽

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
除
去

方
法
の
検
討

　

▽
令
和
２
年
度
に
お
け
る

荒
川
第
一
調
節
池
か
び
臭
発

生
要
因
調
査
▽
藍
藻
由
来
の

か
び
臭
合
成
酵
素
遺
伝
子
簡

易
検
出
法
の
検
討
▽
令
和
２

年
度
利
根
川
水
系
の
高
度
浄

水
処
理
に
関
す
る
調
査
▽
境

浄
水
場
（
再
構
築
）
の
最
適

な
運
用
に
関
す
る
調
査
▽
朝

霞
浄
水
場
に
お
け
る
令
和
２

年
度
冬
期
の
か
び
臭
物
質
対

応
▽
令
和
２
年
度
化
学
物
質

の
処
理
性
に
関
す
る
調
査

都
民
に
信
頼
さ
れ
る
事
業
運
営
へ

37
件
の
優
良
工
事
等
を
表
彰

東
京
都

水
道
局

　

東
京
都
水
道
局
は
、
優
れ

た
施
工
成
績
を
収
め
た
工
事

等
の
受
注
者
を
讃
え
、
他
の

事
業
者
の
模
範
と
な
る
こ
と

を
図
る
表
彰
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
は
約
９
０
０
件
の

選
定
候
補
か
ら
37
件
の
優
良

工
事
等
を
選
ん
だ
。
前
年
度

に
完
成
し
た
同
局
発
注
の
工

事
や
設
計
等
委
託
案
件
の
う

ち
、
工
事
等
の
難
易
度
や
施

工
に
あ
た
っ
て
の
熱
意
、
局

事
業
へ
の
貢
献
度
の
高
い
17

件
の
案
件
を
局
長
表
彰
と

し
、
ほ
か
20
件
を
施
工
部
所

長
が
表
彰
し
た
。
10
月
28

日
、
令
和
３
年
度
優
良
工
事

等
表
彰
式
を
開
き
、
浜
佳
葉

子
・
局
長
が
局
長
表
彰
の
受

賞
者
へ
表
彰
状
を
授
与
し

た
。

　

浜
局
長
は
、「
皆
さ
ん
の

案
件
は
、
数
多
く
の
委
託
案

件
の
中
で
も
特
に
優
秀
だ
と

し
て
高
く
評
価
し
た
も
の
。

高
い
技
術
力
は
も
と
よ
り
現

場
の
安
全
管
理
や
環
境
へ
の

配
慮
、
当
局
事
業
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
様
々
な
面
に
お
い
て
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

た
」
と
受
賞
者
た
ち
へ
感
謝

を
述
べ
、「
都
民
に
信
頼
さ

れ
る
事
業
運
営
に
は
、
第
一

線
で
施
設
整
備
を
担
っ
て
い

た
だ
く
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
不
可
欠
。
今
後
も
技

術
力
向
上
に
努
め
、
他
の
工

事
業
者
の
模
範
と
な
っ
て
ほ

し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
鹿

島
建
設
の
風
間
優
・
専
務
執

行
役
員
東
京
土
木
支
店
長

は
、「
受
賞
の
栄
誉
を
い
た

だ
け
た
こ
と
は
身
に
余
る
光

栄
。
東
京
水
道
経
営
プ
ラ
ン

２
０
２
１
の
主
要
施
策
の
一

つ
で
あ
る
強
靭
で
持
続
可
能

な
水
道
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
、
長
期
的
に
安
全
な
水
道

水
を
供
給
す
る
の
に
不
可
欠

な
も
の
。
今
回
の
受
賞
を
励

み
に
、
今
後
も
魅
力
あ
る
水

道
事
業
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

局
長
表
彰
の
受
賞
者
は
次

の
通
り
。

　

▽
鹿
島
・
須
山
建

設
共
同
企
業
体
▽

ジ
ョ
ウ
ソ
ウ
▽
大
舘

建
設
工
業
▽
北
光
コ

ン
サ
ル
▽
島
田
▽
戸

田
・
り
ん
か
い
日
産

建
設
共
同
企
業
体
▽

雅
敍
造
園
▽
和
建
設

計
事
務
所
▽
野
口
工

務
店
▽
松
原
企
業
▽

奥
山
建
設
▽
明
協
電

機
▽
パ
ー
ル
工
業
▽

昱
▽
大
隅
建
設
▽
七

海
建
設

リモートも含め局職員96人が聴講した
水質報告会

表
彰
状
を
手
に
す
る
局
長
表
彰
の

受
賞
者
と
浜
局
長
（
前
列
中
央
）

２０２１年（令和３年）１１月１８日（木曜日）


